
ヘイケボタル♂ 

撮影地：本堂 

Ｈ２１．６．３ 

体長：約１０ｍｍ 

ゲンジボタル♂ 

撮影地：羽坂 

Ｈ２１．５．１９ 

体長：約１６ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発  行   平成２１年 １０月 ２０日   

安居公民館環境講座「安居源氏ボタル物語」・安居公民館 

 

☆ こんなところを見てね！ 

１． ゲンジボタルのオスは、タイミングをそろえていっせいに光ったり消えたりします。これ

を、集団同時明滅といいます。安居の場合は、西日本型で２秒間隔です。 

２． 未更毛川へ排水口から水が流れ落ちて、葦がたくさん生えている所には、比較的たくさん

のホタルがいます。 

３． 安居の場合、５月２５日頃から飛び始め、ピークは６月１０日頃です。その後減少します

が、６月下旬までは充分に楽しむことができます。 

４． 夜８時頃から９時頃、風がなく曇りで湿度が高い日には、よく飛びます。 

☆ ホタルを見に行く時は、必ず守ってね。 

１．大きな声や音は出さない。ホタルがおどろくよ！・・車で農道へ入らないでね。安居公民館の駐車場

に止めてもいいよ。 

２．ホタルをライトで照らさない。ホタルは光がきらいです！・・懐中電灯は、歩く時の足元を照らすだ

けにしてね。 

３．ホタルを決して持ち帰らないで！・・ホタルは家に持って帰っても、長くは生きられません。手に乗

せてよく観察したら、放してあげてね。 

４．草むらには、危険な生きものもいます。・・安易に手を入れないでね。できれば、長靴を履いて行き

ましょう。 

そり橋 

むかいだ橋 

鉄の橋① 

鉄の橋② 

ほそさか橋 

福井市葬祭場 

聖 苑 

 

福井市スポーツ公園 
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羽坂 
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恐神 

記号の見方 

（Ｈ２１．５.２１～６．２０） 

ゲンジボタルが 

◎ とても多い 

○ 多い 

△ 少ない 
県道１１５号線 
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更毛 

宮の前 
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未更毛川流域の 

ゲンジボタル編 

新安田橋 

 

安 居 

公民館 

かくれだん橋 

まったん橋 

未更毛川 

安 居 校 

 

 

髙雄神社 

Ｎ 

ゲンジボタルとヘイケボタルは、体の大きさと、赤い前胸部の中央にある黒い模様の形で見分ける

ことができます。 桜ヶ丘西 

福井市中心部 

越前海岸 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

☆ 安居地区の概要 ☆ 

 

（人口と世帯数は、平成２１年１０月１日現在のもので、一光地区が含まれています。） 

・ 人 口 ３，５３０人（男１，７２９／女１，８０１）   

・ 世帯数 １，０８２世帯 

・ 地勢 

福井市中心部から西方へ約８ｋｍ、東西に細長く伸びた１０ｋｍほどの地域。東は南北に流れる

日野川を渡り中心部へ、県道を西下し殿下、一光方面へ、南は清水地区、北は山を隔てて川西地

区に続く。安居公民館の南側には、末町を源に、県道に沿うようにして東西に６.４ｋｍの未更毛

川が流れ、北堀付近で日野川と合流する。 

・ 歴史 

明治２２年、市町村制が実施され丹生郡西安居村誕生、昭和２９年９月１日福井市へ編入合併し

現在に至る。昭和４０年代後半に団地の造成が進み、それまでは８自治会であったのが、平成１

９年には１４自治会に増え、福井市のベッドタウンとして発展している。 

 

☆ ホタルマップを発行するまでの経緯 ☆ 

 

 安居地区には、ゲンジボタルとヘイケボタルが自生しており、平成１３年度から

少年学級を中心にホタル観察会を実施してきました。主に、未更毛川と農業用水路

に発生するゲンジボタルを観察していますが、特に記憶に残っている事といえば、

平成１６年度の福井豪雨の翌年に発生数が激減したことです。   

 ホタルは、環境の変化や人間がもたらす様々な影響を受け易く、毎年、同じ場所

に同じ数の成虫が発生するとは限りません。 

小さきものが精一杯に放つ命の輝きを、皆さまに、そして何より子ども達に伝え

たいと思います。そのために、環境講座として安居源氏ボタル物語と安居っ子ホタ

レンジャーを開設しました。ホタレンジャーは、安居生まれのホタルの命をつなぎ、

安居源氏ボタル物語は、彼等をバックアップし、ホタルをとおして環境について学

ぶことを目的としています。 

安居地区の皆様に本年度の発生状況をお知らせすることで、次年度には比較観察

をしていただくことが可能となります。一人でも多くの方が、安居の宝物であるホ

タルに、そして恵まれた自然に思いを寄せてくださることを願い、このホタルマッ

プを作成発行します。 

福井市安居公民館 

未更毛川が日野川と合流する地点で、大正２年に水閘
すいこう

建

設工事が行われた際に、多量の貝殻や獣骨、土器片などが出

土した。これが北堀貝塚である。調査の結果、約６０００年

前（縄文時代前期）のものであることがわかっている。その

頃から人々が生活を営んでいたこの安居、そして未更毛川を

未来へ残していきたい。 

※水閘
すいこう

・・水の流れを調節するための水門 

 

☆ホタルの光は、やすらぎを与えると言われています。 

みんなで大切にしようね。 

さて、ここで質問です。みんな、わかるかな？ 

 

１． 未更毛川にいるホタルを、なんとよびますか？ 

２． 安居（福井県）のゲンジボタルは、何秒に１回光りますか？ 

 

 

   こたえは、マップのどこかにかいてあるよ。 

☆ あ い さ つ ☆ 

 

近年、当地区にホタルが飛び始めると、連日多くの方が訪れるようになり、学習

会や観察会の参加者も増加しております。ホタルが自生しているのは豊かな自然が

あるからであり、私達の誇りだと言えます。 

今回、安居公民館環境講座「安居源氏ボタル物語」によるゲンジボタルの成虫発

生調査、及び「安居っ子ホタレンジャー」の発足を機に、いろいろな生き物と人と

の共生について考え、地域の環境への関心が高まることを願って、ホタルマップを

作成発行します。 

安居源氏ボタル物語 

座長 重森正雄・講座生一同 


